
　
山
形
県
・
私
立
山
形
城
北
高
校
は
、

特
進
科
と
普
通
科
（
進
学
教
養
・
幼
教

福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
総
合
の
３
コ
ー
ス
）

を
設
置
し
、
国
公
立
大
学
や
難
関
私
立

大
学
へ
の
進
学
の
ほ
か
、
幼
稚
園
教
諭

や
介
護
福
祉
士
な
ど
、
多
様
な
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
支
え
る
教
育
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
同
校
は
、
新
教
育
課
程

を
機
に
教
育
活
動
を
刷
新
し
よ
う
と
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
改
革
を
進
め
て
き

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
少
子
化
に
よ
る

入
学
者
数
の
減
少
や
生
徒
の
学
力
の
多

様
化
が
あ
る
と
、
20
年
度
に
着
任
し
た

大
沼
敏
美
校
長
は
説
明
す
る
。

　「
少
子
化
が
進
行
す
る
状
況
で
入
学

定
員
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
と
、
入
学

者
の
学
力
差
は
そ
れ
ま
で
以
上
に
開
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
多
様
な

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
保
障
す
る

と
と
も
に
、
科
・
コ
ー
ス
ご
と
に
表
面

化
し
て
い
た
様
々
な
課
題
に
対
応
し

て
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
、
選
ば
れ
る
学

校
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、

そ
の
第
一
歩
と
し
て
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
設
定
し
て
、
教
育
方
針
を

明
確
に
し
た
の
で
す
」

　
最
初
に
着
手
し
た
の
は
、
グ
ラ
ン
ド

 グランドデザイン（抜粋）図１

※学校資料を基に編集部で作成。

重点目標
	 ❶ＩＣＴを活用した個別最適な学びの提供

	 ❷社会とつながる協働的な学びの実現

（１）山形城北高校で学ぶと、何が身につくの？

（３）山形城北高校では、どんな教育に力を入れるの？（「教育の重点」）

本校では、すべての学習活動で以下の３つの柱に基づく学びを推進し、
社会とつながる協働的な学びを実現します。

〔資質・能力の３つの柱〕
①実際の社会や生活で役立つ知識・技能の習得
②未知のことにも対応できる思考力・判断力・表現力等の養成
③学びに向かう力と人間性（主体性・多様性・協働性等）の涵養
また、生涯にわたり学び、成長を続けていく力として、学校教育全体を
通して、非認知スキルの養成にも力を入れます。

〔ＯＥＣＤによる非認知スキル（社会情動的スキル）〕
①目標を達成する力（忍耐力、意欲、自己制御、自己効力感）
②他者と協働する力（社会的スキル、協調性、共感性、信頼）
③情動を制御する力（自尊心、自信、問題行動のリスクの低さ）

①論理言語力の育成　　　②科学リテラシーの養成
③外国語教育の推進とグローバル化への対応
④主権者教育・消費者教育・ふるさと教育・ＳＤＧｓの推進
⑤道徳教育の充実　　　⑥健康教育・安全教育の推進
⑦特別支援教育の充実

（中略）

事例 1

学
校
や
生
徒
の
課
題
を
基
に
教
育
活
動
を
見
直
し
、

新
教
育
課
程
へ
の
移
行
を
機
に
、学
校
改
革
を
推
進

山
形
県
・
私
立
山
形
城
北
高
校

少
子
化
に
よ
る
入
学
者
数
の
減
少
や
生
徒
の
学
力
の
多
様
化
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い
る
山
形
県
・
私
立
山
形
城
北
高
校
。

よ
り
魅
力
的
な
学
校
づ
く
り
に
向
け
、
学
校
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
軸
を
定
め
よ
う
と
、

新
教
育
課
程
へ
の
移
行
を
機
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
し
、
各
科
・
コ
ー
ス
の
特
徴
を
生
か
し
た
教
育
課
程
を
編
成
し
た
。

新教育課程の
編成

多
様
な
生
徒
が
学
び
合
う
よ
さ
を

生
か
す
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
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デ
ザ
イ
ン
の
策
定
だ
。
20
年
８
月
、
全

教
師
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
生
徒

に
育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
を
調
査
し

た
。
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
力

強
く
生
き
る
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能

力
と
し
て
、
忍
耐
力
や
協
調
性
、
自
尊

心
な
ど
が
挙
が
っ
た
。
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

と
し
て
、
文
部
科
学
省
の
「
資
質
・
能

力
の
３
つ
の
柱
」
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
提

唱
す
る
「
非
認
知
ス
キ
ル
（
社
会
情
動

的
ス
キ
ル
）」
を
設
定
し
た
（
図
１
）。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
大
学
進
学
が
５

割
、
専
門
学
校
進
学
が
３
割
、
就
職
が

２
割
と
、
日
本
全
体
の
高
校
生
の
進
路

状
況
と
ほ
ぼ
重
な
り
ま
す
。
学
力
層
も

希
望
進
路
も
多
様
な
生
徒
が
混
在
す
る

た
め
、
自
校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
は
、
学
校
独
自
に
策
定
す
る
の
で

は
な
く
、
汎
用
性
の
高
い
資
質
・
能
力

を
設
定
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
一
人

ひ
と
り
に
と
っ
て
重
要
な
『
資
質
・
能

力
の
３
つ
の
柱
』
や
『
非
認
知
ス
キ
ル
』

と
は
何
か
、
そ
れ
ら
を
育
成
す
る
た
め

に
行
う
べ
き
教
育
活
動
は
何
か
な
ど
の

議
論
に
時
間
を
か
け
た
い
と
考
え
ま
し

た
」（
大
沼
校
長
）

　
そ
の
目
標
達
成
に
向
け
た
学
び
の
方

針
と
、
重
点
を
置
く
７
つ
の
教
育
を
設

定
し
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
完
成
さ

せ
た
。
学
校
の
進
む
方
向
性
が
明
確
に

な
っ
た
こ
と
で
、
議
論
は
一
層
活
発
に

な
っ
た
と
、
細
野
敏
明
教
頭
は
語
る
。

　「
そ
れ
ま
で
は
、改
善
策
が
学
校
全
体

の
方
針
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
が

実
感
し
づ
ら
く
、議
論
が
進
み
に
く
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
と
い
う
明
確
な
よ
り
ど
こ
ろ
が
で

き
た
こ
と
で
、学
校
全
体
が
ま
と
ま
り
、

前
進
し
や
す
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
」

　
20
年
12
月
に
は
、再
び
全
教
師
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。コ
ー
ス
間
の
学
力

差
の
是
正
を
ね
ら
い
と
し
て
、新
教
育

課
程
で
は
、普
通
科
の
１
年
次
に
限
り
、

３
コ
ー
ス
混
合
ク
ラ
ス
に
変
更
す
る
案

に
意
見
を
求
め
た
。
教
務
課
長
の
山
村

美
和
先
生
は
、
こ
う
述
べ
る
。

　「
多
様
な
生
徒
が
学
び
合
い
、
切
磋

琢
磨
す
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
生

徒
全
員
の
学
力
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う

ね
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ス

ポ
ー
ツ
総
合
コ
ー
ス
に
は
、
部
活
動
を

頑
張
る
生
徒
が
多
い
の
で
す
が
、
将
来

に
向
け
て
学
習
に
励
む
他
コ
ー
ス
の
生

徒
に
接
す
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
総
合

コ
ー
ス
の
生
徒
も
学
習
へ
意
識
が
向
く

と
い
っ
た
変
化
が
期
待
で
き
ま
す
」

　
そ
の
案
へ
の
賛
否
は
分
か
れ
た
。
賛

成
派
か
ら
は
「
下
位
層
の
底
上
げ
が
図

れ
る
」
と
、
反
対
派
か
ら
は
「
上
位
層

が
伸
び
に
く
く
な
る
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
た
。
大
沼
校
長
は
、

そ
れ
ら
の
意
見
を
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

に
照
ら
し
合
わ
せ
て
検
討
し
、「
育
て
た

い
生
徒
像
」に
掲
げ
た「
多
様
性
を
尊
重
」

と
い
う
方
針
を
重
視
し
て
混
合
ク
ラ
ス

の
導
入
を
決
定
。
さ
ら
に
、
入
学
時
点

で
は
将
来
を
決
め
か
ね
て
い
る
生
徒
が

多
い
状
況
を
考
慮
し
、
２
年
生
進
級
時

に
コ
ー
ス
変
更
を
可
能
に
し
た
。

　「
改
革
に
よ
っ
て
、学
校
に
新
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
た
い
と
い
っ
た

考
え
が
あ
り
ま
し
た
。
双
方
の
意
見
と

判
断
理
由
を
明
記
し
た
プ
リ
ン
ト
を
配

布
し
て
私
の
考
え
を
伝
え
る
と
、先
生

校長

大沼敏美　おおぬま・としみ

教職歴３９年。同校に赴任して１
年目。

副校長

千葉宏宣　ちば・ひろのぶ

教職歴３１年。同校に赴任して３１
年目。

教頭

細野敏明　ほその・としあき

教職歴３４年。同校に赴任して３４
年目。

教務課長

山村美和　やまむら・みわ

教職歴２５年。同校に赴任して１６
年目。数学科。

特進科長

太田英司　おおた・えいじ

教職歴１６年。同校に赴任して１６
年目。外国語科（英語）。

設立　１９２６（大正15）年
形態　全日制／特進科・普通科／共学
生徒数　１学年約３４０人
2021年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、
山形大、新潟大、青森公立大に７人が合格。私立
大は、東北学院大、東北芸術工科大、東北文教大、
獨協大、北里大、駒澤大、東海大、東洋大、明治大、
同志社大などに延べ１１６人が合格。

学校概要

コ
ー
ス
混
合
ク
ラ
ス
の
設
置
な
ど
、

生
徒
の
成
長
を
促
す
環
境
を
整
備

※プロフィールは、2021 年３月時点のものです。

新教育課程編成　ブラッシュアップに向けた3つの視点
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方
は
皆
、決
定
に
同
意
し
て
く
れ
ま
し

た
。初
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
全
教
師
に

意
見
を
聞
い
た
こ
と
で
、学
校
改
革
へ

の
参
画
意
識
が
生
ま
れ
、自
分
の
考
え

と
は
異
な
る
結
果
に
な
っ
て
も
納
得
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
大
沼
校
長
）

　
特
進
科
の
現
行
の
教
育
課
程
で
は
、土

曜
日
に
も
授
業
が
あ
り
、部
活
動
に
参
加

で
き
な
い
こ
と
が
、生
徒
募
集
に
お
け
る

課
題
と
な
っ
て
い
た
。特
進
科
に
入
学
で

き
る
学
力
を
備
え
て
い
る
生
徒
が
、部
活

動
に
参
加
し
た
い
が
た
め
に
普
通
科
に

入
学
し
、学
力
を
伸
ば
し
切
れ
な
い
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
た
。千
葉
宏ひ

ろ
の
ぶ宣
副
校
長
は
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
全
国
の
特
進
科
を
持
つ
高
校
を
視

察
す
る
と
、
多
く
の
学
校
が
学
習
と
部

活
動
を
両
立
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
学
校
に
な
ら
い
、
本
校
の
特
進
科

で
も
、
新
教
育
課
程
で
は
土
曜
日
の
授

山形県・私立山形城北高校　2022年度入学者　教育課程　検討案（普通科キャリア探究コース、特進科）図2

注１）学校設定：学校設定科目。注２）（　）内の数字は単位数。　※学校資料を基に編集部で作成。

単
位
数

普通科　キャリア探究コース 特進科
１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

幼児
教育系 福祉系

情報
キャリア
系

幼児
教育系 福祉系

情報
キャリア
系

文系 理系 文系 理系

１ 現代の
国語 
(2)

論理国語 
(2)

論理国語 
(2)

現代の
国語 
(2)

論理国語 
(2)

論理国語 
(2)

２

３ 言語
文化 
(2) 文学国語 

(3)
国語表現 

(3)

言語
文化 
(2) 古典探究 

(3)
古典探究 

(3)４

５ 歴史
総合 
(2)

歴史
総合 
(2)６ 公共 

(2)
日本史探究 / 世界史探究 

(2)
公共 
(2)

公共 
(1)

地理
探究 
(4)

７ 地理
総合 
(2)

地理
総合 
(2)

政治 ･
経済 
(3)

８ 日本史探究 / 世界史探究 
(2)

政治・経済 
(2) 世

界
史
探
究
(4)

日
本
史
探
究
(4)

数学Ⅱ 
(4)

９

数学Ⅰ 
(3)

数学Ⅰ 
(3)10

数学Ⅱ 
（3）

数学Ⅱ 
(3)

世
界
史
探
究
(3)

日
本
史
探
究
(3)

数
学
Ⅱ
(4)

数
学
Ⅲ
(4)

11

12 数学Ａ  
(2)

数学Ａ 
(2)

数学Ⅱ 
(4)

数学Ｂ
(1)

13 科学と人間生活 
(2)

科学と人間生活 
(2)

数学Ｃ
(1)

数学Ⅱ 
(4)

14 化学
基礎 
(2)

数学Ⅱ
(1)　

数学Ⅲ
(1) 数学Ｂ 

(2)
15

体育 (2) 体育 
(3)

物理
基礎 
(2)

物
理
(3)

生
物
(3)

16 生物
基礎 
(2)

数学Ｂ 
(2)

数学Ｃ 
(2)

17 保健 (1) 化学
基礎 
(2)

数学Ｂ 
(2)

18 体育 
(2)

学校設定
ダンス (1) 学校設定 

人文社会 
(2)

学校設定 
ダンス (2)

ビジネス
基礎 
(2)

数学Ｃ
(1)

化学 
(4)

物
理
(4)

生
物
(4)

19 学校
設定 
器楽
(2)

社会
福祉 
基礎 
(2)

生物
基礎 
(2)

化学
基礎 (1) 数学Ｃ 

(2)
20 保健 (1)

情報
処理 
(3)

学校
設定 
器楽
(3) 

介護
福祉 
基礎 
(3)

ソフト
ウェア 
活用 
(3)

生物
基礎 (2)

21 音楽Ⅰ･
美術Ⅰ 

(2)

学校
設定 
造形 
(2)

コミュニ
ケーショ
ン技術
（2）

体育 
(2)

化学
基礎 
(2)22

体　育 
(3)

化学 
(3)23

英語 
コミュニ
ケーショ

ン 
Ⅰ 
(4)

英語 
コミュニケーション 

Ⅱ 
(3)

学校
設定 
造形 
(2)

生活
支援 
技術 
(2)

学校設定
基礎
数学 
(2)

保健 (1) 生物
基礎 
(2)24 音楽Ⅰ･

美術Ⅰ
(2)25

英語 
コミュニケーションⅡ 

(3)

保健 (1) 体育 
(2)

26 学校設定 
実践英会話 / 韓国語 / 消費者教育 (1) 英語 

コミュニ
ケーショ

ン 
Ⅰ 
(4)

英語 
コミュニ

ケーション 
Ⅱ　　　　　　　　　　
(4)

27 家庭
基礎 
(2)

情報Ⅰ 
(2) 英語 

コミュニケーショ
ン 
Ⅲ　　　　　　　　　　
(4)

28 学校設定 
実践英会話 / 韓国語 / 消費者教育 (1)

29 総合的な探
究の時間 (1) 総合的な探究の時間 (1) 総合的な探究の時間 (1)

30 ＬＨＲ ＬＨＲ ＬＨＲ 論理・
表現Ⅰ 

(2)
論理・表現Ⅱ 

(2)
31

論理・表現Ⅲ 
(3)32 家庭

基礎 
(2)

情報Ⅰ 
(2)

33

34 総合的な探
究の時間 (1)

総合的な
探究の時間 (1)

総合的な
探究の時間 (1)

35 ＬＨＲ ＬＨＲ ＬＨＲ
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業
を
課
外
と
し
、
希
望
者
は
部
活
動
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
」

　
特
進
科
の
新
教
育
課
程
は
、
現
行
の

教
育
課
程
か
ら
４
単
位
減
の
35
単
位

（
図
２
）
と
し
、
減
少
分
は
課
外
授
業

で
補
完
す
る
と
と
も
に
、
授
業
改
善
を

一
層
進
め
、
指
導
の
質
向
上
を
図
る
方

針
と
し
た
。
特
進
科
長
の
太
田
英
司
先

生
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
単
位
数
を
減
ら
す
こ
と
が
、
生
徒

の
学
力
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る

と
は
捉
え
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
は

授
業
の
予
習
・
復
習
で
手
い
っ
ぱ
い
の

生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
少
し
時
間
に
余

裕
が
生
ま
れ
る
分
、
生
徒
自
身
が
課
題

を
見
つ
け
て
そ
れ
に
取
り
組
む
よ
う
、

指
導
し
て
い
く
考
え
で
す
」

　
新
教
育
課
程
の
検
討
は
、
学
校
改
革

と
同
時
進
行
で
行
わ
れ
た
。

　「
新
教
育
課
程
を
検
討
す
る
中
で
気

づ
い
た
重
要
な
点
を
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
目
標
と
手
段

を
柔
軟
に
行
き
来
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
ま
し
た
」（
大
沼
校
長
）

　
例
え
ば
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
１
）
に

つ
い
て
も
っ
と
学
び
た
い
」
と
い
う
生

徒
会
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
の
「
教
育
の
重
点
」
に
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
」
を
追
記
す
る
と
と
も

に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
か
か
わ
り
の
深
い「
地

理
総
合
」
を
１
年
次
に
配
置
し
た
。

　
ま
た
、
現
行
の
教
育
課
程
で
も
語
彙

力
や
読
解
力
を
重
視
し
て
き
た
が
、
そ

れ
ら
の
力
が
十
分
に
身
に
つ
い
て
お
ら

ず
、教
科
学
習
の
課
題
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、「
教
育
の
重
点
」の
１
つ
に「
論

理
言
語
力
の
育
成
」
を
掲
げ
、「Literas

　

論
理
言
語
力
検
定
」（
＊
２
）
を
導
入

し
、
新
教
育
課
程
で
は
、
授
業
や
朝
学

習
の
時
間
に
検
定
用
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク

な
ど
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
に
し
た
。

「
就
職
で
学
校
推
薦
を
得
る
に
は
３
級

以
上
」「
大
学
進
学
で
学
校
推
薦
を
得

る
に
は
２
級
以
上
」
の
取
得
を
原
則
と

し
、
検
定
を
企
業
や
大
学
に
対
す
る
学

力
保
障
の
１
つ
と
す
る
考
え
だ
。

　
さ
ら
に
、
各
科
・
コ
ー
ス
の
特
徴
を

考
慮
し
て
新
教
育
課
程
を
編
成
し
た
。

　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
、
す
べ
て

の
生
徒
へ
の
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
を
明
確
に
し
た
こ
と
で
、
軸
を
ぶ
ら

さ
ず
に
科
・
コ
ー
ス
の
特
徴
に
合
わ
せ

た
教
育
活
動
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」（
細
野
教
頭
）

　
例
え
ば
、
国
語
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
探

究
コ
ー
ス
（
現
・
ス
ポ
ー
ツ
総
合
コ
ー

ス
）
と
キ
ャ
リ
ア
探
究
コ
ー
ス
（
現
・

幼
教
福
祉
コ
ー
ス
）
の
生
徒
は
、
就
職

試
験
や
総
合
型
選
抜
・
学
校
推
薦
型
選

抜
で
志
望
理
由
書
な
ど
を
書
く
機
会
が

多
い
た
め
、
３
年
次
に
「
国
語
表
現
」

を
配
置
し
、
加
え
て
、「
文
学
作
品
に

触
れ
さ
せ
て
感
性
を
育
み
た
い
」
と
い

う
国
語
科
教
師
の
思
い
か
ら
、「
文
学

国
語
」
を
２
年
次
に
配
置
し
た
。
特
進

科
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
探
究
コ
ー
ス（
現・

進
学
教
養
コ
ー
ス
）
で
は
、
大
学
入
試

へ
の
対
策
と
し
て
、２・３
年
次
に
「
古

典
探
究
」
を
配
置
し
た
。

　
キ
ャ
リ
ア
探
究
コ
ー
ス
で
は
、
生
徒

の
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
え
る
た

め
、「
器
楽
」「
造
形
」「
実
践
英
会
話
」

「
韓
国
語
」「
消
費
者
教
育
」
な
ど
、様
々

な
学
校
設
定
科
目
を
設
置
し
た
。

　「
情
報
Ⅰ
」に
つ
い
て
は
、
様
々
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
同
科
目
に
お
け

る
学
習
内
容
の
高
度
化
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、「
数
学
Ⅰ
」「
数
学
Ａ
」
を

履
修
し
て
か
ら
の
方
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
や
デ
ー
タ
処
理
の
理
解
が
深
ま
る
と

い
っ
た
見
解
に
加
え
、
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
の
対
策
や
講
師
の
確
保
な
ど
の

点
も
含
め
て
総
合
的
に
判
断
し
、
２
年

次
に
配
置
し
た
。
特
進
科
で
は
、
３
年

次
の
課
外
授
業
を
「
情
報
Ⅰ
」
の
学
習

内
容
と
連
動
さ
せ
る
方
針
だ
。

　
同
校
の
学
校
改
革
は
進
行
形
で
あ

り
、今
後
も
様
々
な
検
討
を
重
ね
て
い

く
。例
え
ば
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

は
、東
北
芸
術
工
科
大
学
と
連
携
し
、地

域
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
に
目
を
向
け

さ
せ
、自
分
ご
と
と
し
て
問
題
解
決
に
取

り
組
む
探
究
学
習
を
模
索
し
て
い
る
。常

に「
手
段
を
目
的
化
さ
せ
な
い
こ
と
」を

意
識
し
て
改
革
を
進
め
る
考
え
だ
。

　「
手
段
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
教
科

横
断
型
学
習
も
、
目
的
化
さ
せ
な
い
よ

う
に
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
教
育

の
目
的
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
成
長
に

あ
り
、
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
に

意
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
失
わ
ず

に
、
必
要
に
応
じ
て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
も
見
直
し
な
が
ら
、
学
校
改
革
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
」（
大
沼
校
長
）

各
科
・
コ
ー
ス
の
特
性
を
生
か
し
た

特
色
あ
る
教
育
課
程
を
編
成

手
段
が
目
的
化
し
な
い
よ
う
に

学
校
改
革
を
継
続

＊１　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。　＊２　ベネッセコーポレーションの検定の１つ。社会で活躍するために必要な力を「語彙運用力」「情報理解力」「社会理解力」の３つの領域で育成・
測定する。

新教育課程編成　ブラッシュアップに向けた3つの視点
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